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Ⅰ 国語 

１ 現代の国語【２】必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●主に実社会で目にする情報を論理的に読み解き、内容を的確に理解します。 

●自分の考えを述べたり他者の意見を聞いたりして、考えを適切に伝え合うための表現力を身に付

けるとともに、視野を広げます。 

●読み手の理解が得られるよう文章構成を工夫したり、情報の取捨選択をしたり、論理的に自分の考

えを論述する方法を学びます。 

●常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書くことができるようにします。 

アドバイス 

注意点 等 

●実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け、論理的に考える基礎的・汎用的な力を養います。そ

れらの力を身に付けるのに必要なことは、インプットだけでなくアウトプットです。粘り強く考

え、積極的に意見を発表してほしいと思います。 

先頭に戻る 

２ 言語文化【２】必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●古典及び近代以降の文章を読んで、上代から近現代に受け継がれてきた我が国の言語文化への理

解を深めます。 

●作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めるとともに、構成や描写な

ど表現を工夫しながら自分の体験や思いが効果的に伝わるように文章を書きます。 

●常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書くことができるようにします。 

アドバイス 

注意点 等 

●社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付け、深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば

します。さまざまな文章を読んで、主人公や作者の言動を追体験してください。他者や、他の時代

のものの見方・考え方を知ることで、今後の人生が彩り豊かなものになるはずです。 

先頭に戻る 

３ 文学国語【４】 

対象年次 ２年次から 履修条件 「現代の国語」と「言語文化」を両方履修した者 

授業内容 

●情景の豊かさや心情の機微を表す語句をはじめとして様々な表現を学びます。 

●近代以降の文学的な文章を読み、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めます。 

●構成や展開を工夫しながら、読み手を引き付ける独創性のある文章を書く練習をします。 

アドバイス 

注意点 等 

●様々な文学的文章を読んで、視野を広げ、考えを深めます。主体的に文章を読み味わい、それをも

とに自ら思考しようとする姿勢が最も重要です。 

●人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用につい

て理解を深めます。授業外でも、積極的に読書に親しんでください。 

先頭に戻る 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 古典探究（古典 B）【４】 

対象年次 ２年次から 履修条件 
「現代の国語」と「言語文化」を両方履修した者 

または、「国語総合」を履修した者 

授業内容 

●様々な古典の作品や文章を読み味わい、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めます。 

●古典における評論などの文章を読み、論理的思考力を身に付けます。 

●古典の作品に関連のある事柄について様々な資料を調べてその成果を報告書などにまとめたり、

分かったことや考えたことを短い論文などにまとめたりします。 

アドバイス 

注意点 等 

●授業では古文と漢文を扱います。文法や句法の知識が必要になる場合があるので、「言語文化」（ま

たは「国語総合」）の内容をよく復習をして臨んでください。 

●学習内容の定着には予習・復習が不可欠なので、意欲的に取り組む必要があります。 

先頭に戻る 

５ 実践国語表現【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●言語表現を実践的に学びます。「相手に伝わる表現」を目指し、書くこと（小論文・意見文・作文

など）、話すこと（模擬面接・スピーチなど）を行います。 

●就職試験や入試に対応できる力，社会で通用する表現力を身に付けます。 

アドバイス 

注意点 等 

●言葉を用いて、自分の考えを書いたり、話したりすることが、学習活動のメインとなります。 

●お互いの作品を発表したり、助言し合ったりすることで、自分の表現の引き出しを増やすことがで

きます。 

●原則として定期考査は行いません。ほぼ毎時間提出物があり、それが評価に直結することを理解し

た上で、受講してください。 

●卒業年次で受講することを勧めます。 

先頭に戻る 

６ 基礎現代文【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし（現代文 A を履修していない者） 

授業内容 

●論説や評論など論理の展開の仕方を勉強し、ものの見方・考え方を追究し、思考力を伸ばし自己を

広める学習をします。 

●近現代文など様々な文章を読み、知識や思想の拡充、及びそこからもたらせる感動などを通じ視野

の拡大、自己を深めていきます。 

アドバイス 

注意点 等 

●この作品、作者はいったい何を言いたかったのだろう？と一生懸命その作品の中に入って作者の

気持ちを理解しようとすると、興味がもてるようになり、楽しい学習ができます。 

小説・評論文・随想など学習した作者の他の作品を図書室で読んでみましょう。 

先頭に戻る 

７ 基礎古典【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし（古典 A を履修していない者） 

授業内容 
●古典の基礎的知識を身につけ、自ら調べ自らの力で古典を読む力を養う科目です。 

●日本の文化と伝統に対する関心を深め、生涯にわたって古典に親しむ態度を養います。 

アドバイス 

注意点 等 

●辞書などを使い、自ら調べ自ら考えて授業に臨んで下さい。他の話をよく聞き、進んで発表し、積

極的に授業に参加して下さい。 

●ノート整理を確実に行い、必ず復習するようにして下さい。 

先頭に戻る 



 

Ⅱ 地理歴史・公民 

１ 地理総合（地理 A）【２】必履修 （ただし、新６年次以上は選択必履修） 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●地球儀や地図からとらえる現代社会：緯度と経度、図法、時差などの基本的な地理的スキルを身に

つけ、グローバル化する世界を学習します。 

●人間生活を取り巻く環境：地形、気候、文化などの面から世界を概観します。 

●世界の諸地域の生活・文化：世界の様々な国や地域の事象を学びます。 

アドバイス 

注意点 等 

●小・中学校の地理から学べます。地図帳を活用しての調べ学習が多く出されます。 

●地理を受験科目とする進学を希望する者は地理総合の履修後、２年次以上の地理探究を履修して

下さい。 

先頭に戻る 

２ 公共（現代社会）【２】必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●社会の仕組み―政治・経済・法律などを学び社会の成り立ちを学びます。 

●市民としての資質―権利と義務を理解し主体的に参加する力を養います。 

●現代的課題の探究―環境・人権・国際問題などを考え解決策を探ります。 

アドバイス 

注意点 等 

●公共では、自分自身の生き方について考えることが大切になります。 

●日々の生活や社会全体で起こっていることに、少しでもいいので目を向けるようにしてください。

そして何か意見を持つようにしてください。それが公共を学ぶきっかけになります。 

先頭に戻る 

３ 歴史総合【２】必履修 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●主に１９世紀以降の世界及び日本の歴史の流れについての知識を身に付けるとともに、様々な作

業過程を経て歴史的思考力を高め、理解を深めます。次の主題順で授業を進めます。 

●歴史の扉（身近なモノゴトの歴史的背景を考察） 

●近代化と私たち（１９世紀に見られた世界や日本の近代化について） 

●国際秩序の変化や大衆化を私たち（２０世紀前半の世界や日本の状況について） 

●グローバル化と私たち（２０世紀後半から現在にいたる世界の状況について） 

アドバイス 

注意点 等 

●みなさん自身が調べ、検討・考察し、まとめる学習活動をたくさん設けています。 

●世界の中の日本、日本からみた世界など、様々な立場・視点から「世界の在り方と歴史の流れ」を

捉えるトレーニングをします。 

●必履修科目です。なお、この科目を履修しないと、次年度以降の「日本史探究」、「世界史探究」の

履修が出来ません。 

先頭に戻る 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 地理探究（スキルアップ地理）【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 「地理総合」を履修した者 

授業内容 

●系統地理の復習・発展学習及び、地誌、時事に関連した内容を中心に学習します。 

●地図帳や統計書を活用し、数値の上から現代世界について概観します。 

●受験科目に地理を必要とする生徒に対応した授業を展開します。 

アドバイス 

注意点 等 

●授業は上級学校（大学、短期大学、専門学校等を指す）進学希望者に対応するため、大学入試問題

や時事問題を取り入れた内容となります。学習課題が多いので、休まず継続して学ぶ意欲のある

人・地理に興味関心のある人にはもってこいの授業です。 

●講座担当者によって設定するテーマは異なります。 

先頭に戻る 

 

 

５ 日本史探究【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「歴史総合」を履修した者 

授業内容 
●古代・中世を概観し、近世・近代以降、国際社会との関係の中で、日本がどのような立場にあり、

またどのような国づくりを目指していったかを学びます。 

アドバイス 

注意点 等 

●中学時代の日本史学習のポイントを確認しながら、政治史・文化史・宗教史などさまざまなテーマ

を学び、歴史的思考力を培います。 

●講座担当者によって設定するテーマは異なります。 

先頭に戻る 

 

 

６ 世界史探究（スキルアップ世界史）【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「歴史総合」を履修した者 

授業内容 

●東アジア・南アジア・イスラム・ヨーロッパ文化圏の成立とその交流を中心に学習します。 

●大航海時代から市民革命の時代までの一体化に向かう近代世界の歴史について学習します。 

●２０世紀の２つの世界大戦以後の現代世界の歴史について学習します。 

アドバイス 

注意点 等 

●これまでの世界史学習のポイントを確認しながら、政治経済、文化、宗教などさまざまなテーマを

学び、歴史的思考力を培います。 

●講座担当者によって設定するテーマは異なります。 

先頭に戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７ 政治・経済【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 
新６年次以上はなし 

新５年次以下は公共を履修した者 

授業内容 

●現代の政治：民主政治の歩みや日本国憲法の成立をもとに、基本的人権の尊重・国民主権・平和主

義などについて学び、主権者として必要な知識と視点を身につけます。 

●現代の経済：経済の仕組み、世界と日本の経済政策と財政の問題、労働基準法の内容などについて

学び、消費者・労働者として必要な知識と視点を身につけます。 

●現代社会の諸課題：政治や経済の諸課題の中からいくつか選択し、掘り下げて学習します。 

例 選挙権年齢の引き下げと私たちの暮らし 社会保障と私たちの暮らし 

アドバイス 

注意点 等 

●「公共」でも大まかな内容は学習しましたが、「政治・経済」では政治・経済の仕組みから私たち

の暮らしまで、少し掘り下げて学びます。 

●社会で暮らしていく中でぶつかるさまざまな問題について、よりよい答えを導くための重要なカ

ギとなる内容を学びます。 

●毎日の暮らしにくさ、生きにくさがどこから来るのか、知りたい人にお勧めです。 

先頭に戻る 

８ 倫理【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 
新６年次以上はなし 

新５年次以下は公共を履修した者 

授業内容 

●青年期の意義と課題：青年期の意義と課題を理解し，自己の生き方が現代の倫理的課題と結びつい 

ていることを考えます。 

●先哲の考え方：先哲の考え方を手がかりとして，人間としての在り方や生き方について考えます。 

●現代の倫理的課題：現代の倫理的課題にふれ，一方で国際社会について考えながら，主体的に生き 

ていく自覚を深めます。 

アドバイス 

注意点 等 

●「現代社会」でも青年期の課題や哲学・宗教・日本文化について学習しましたが、「倫理」では人

類の歩みに大きな影響を与えた哲学や宗教について、掘り下げて学びます。 

●今そしてこれから生きていく上でぶつかる問題、人生の「なぜ？」に答えるさまざまなヒントを手

に入れましょう。 

●今の自分や「大人」の生き方に物足りなさを感じている人にお勧めです。 

先頭に戻る 

 

 

 

Ⅲ 数学 

１ 数学Ⅰ【４】必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●数と式：式の計算、実数、１次不等式 

●集合と論証：集合と論証 

●２次関数：２次関数とグラフ、２次方程式と２次不等式 

●図形と計量：三角比、三角比と図形の計量 

●データの分析：データの整理、データの分析 

アドバイス 

注意点 等 

 学び直しをしながら、数学Ⅰの内容を勉強していきます。必履修科目なので、なるべく早く履修で

きるように、頑張りましょう。 



 

先頭に戻る 

２ 数学Ⅱ【４】 

対象年次 ２年次から 履修条件 「数学Ⅰ」を履修した者 

授業内容 

●方程式・式と証明： 

整式の乗法・二項定理・整式の除法・分数式・複素数・２次方程式・因数定理・高次方程式・ 

等式の証明・不等式の証明 

●図形と方程式： 

直線上の点・平面上の点・直線の方程式・２直線の関係・円の方程式・円と直線・ 

 軌跡と方程式・不等式の表す領域・連立不等式の表す領域 

●三角関数： 

一般角・弧度法・三角関数（性質・グラフ・方程式・不等式）・加法定理・加法定理の応用 

●指数関数・対数関数： 

指数の拡張・指数関数・対数とその性質・対数関数 

●微分法・積分法： 

平均変化率と微分係数・導関数・接線の方程式・関数の増減と極大極小・方程式不等式への応用・ 

不定積分・定積分・定積分と面積 

アドバイス 

注意点 等 

 数学Ⅰで学んだ三角比を発展させた三角関数を始め、指数関数や対数関数といった様々な関数を

学びます。今まで学んできた実数からさらに範囲を広げ、虚数という新しい数を考え、等式や不等式

の証明問題にも取り組みます。円と直線の関係などの図形問題にも取り組みます。数学Ⅱの最後で

は、数学Ⅲで重要となる微分・積分について学びます。全体的に難しい内容が多いですが、数学的に  

非常に面白い内容です。理系分野に進みたい人は履修して下さい。 

先頭に戻る 

３ 数学 A【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 「数学Ⅰ」を履修した者または同時に履修可 

授業内容 

● 場合の数と確率： 

集合と要素・集合の要素の数・順列・組合せ・事象と確率・確率の基本性質・独立な試行と確

率・条件つき確率・期待値 

● 図形の性質： 

 三角形と線分の比・三角形の重心 内心 外心・メネラウスの定理とチェバの定理・円に内接する四 

角形・円の接線と弦の作る角・方べきの定理・２つの円・作図・空間における直線と平面・多面体 

● 数学と人間の活動： 

数の歴史と記数法・ｎ進法・約数と倍数・最大公約数と最小公倍数・整数の割り算と商および余り 

ユークリッドの互除法・不定方程式・相似を利用した測量・三平方の定理の利用・座標の考え方 

パズルゲームの数学 

アドバイス 

注意点 等 

中学で学習した内容を発展させたものが多く、学びやすい科目です。数学Ⅰの内容と重なるところ

もあり、数学Ⅰとセットで学習するとよいでしょう。 

数学Ⅰ・Ａは高校数学の基礎となるもので、皆さんの進路にとって重要度の高い科目です。頑張っ

て学習してみましょう。 

先頭に戻る 

 

 

 

 



 

４ 数学 B【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 「数学Ⅰ」を履修した者 

授業内容 

● 数列： 

等差数列・等差数列の和・等比数列・等比数列の和・数列の和とΣ記号・階差数列・ 

 数列の和と一般項・漸化式・数学的帰納法 

● 確率分布と統計的な推測： 

確率変数と確率分布・確率変数の期待値と分散・確率変数の和と積・二項分布・正規分布・ 

母集団と標本・標本平均の分布・統計的な推測 

● 数学と社会生活： 

数学による問題解決・データの解析・利息の仕組みと数学 

アドバイス 

注意点 等 

 数列と確率分布という分野を扱います。数列ではある規則で並んだ数の並びを通して、帰納的な考

え方を学びます。確率分布では数学Ⅰのデータの分析と数学Ａの確率を複合させた内容を行います。

全体的に抽象的でむずかしい分野ですが理解できると非常に面白い分野です。そのためには日々の

授業にしっかり出て、復習することが大事です。大学の理学部や工学部に進みたい人は必要となる内

容なので、履修して下さい。 

 数学 A 及び数学Ⅱの内容を含むため、両科目履修済み、または同時に履修することが望ましいで

す。 

先頭に戻る 

５ 基礎数学【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし 

授業内容 
●データの分析：データの整理と分析、データの相関 

●数学Ⅰの復習 

アドバイス 

注意点 等 

数学Ⅰで使用した教科書も用います（数学Ⅰの教科書をなくさないでね!!）。 

授業で扱う内容は、数学Ⅰの復習が中心です。すごく難しい内容を扱うわけではありませんが、他の

数学の科目を学ぶ上での基礎・基本となるものを学習します。また、『データの分析』では、様々な

データを整理し、その特徴を調べます。数学Ⅰの内容があまり理解できなかったから学び直したい、

受験で数学Ⅰが必要だから繰り返し学習したい、統計に興味がある、という人向けの科目です。 

先頭に戻る 

６ 数学Ⅲ【４】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「数学Ⅱ」を履修した者 

授業内容 

●関数と極限：関数、数列の極限、関数の極限 

●微分：微分法、いろいろな関数の導関数 

●微分の応用：接線、関数の増減、いろいろな微分の応用 

●積分とその応用 

アドバイス 

注意点 等 

数学Ⅱの内容を発展させ、関数・極限・微分・積分について学びます。高度な内容もありますが、

大学の理系分野に進みたい人は履修して下さい。 

 原則として数学Ⅲと数学 C は同時に履修してください。 

先頭に戻る 

 

 

 

 

 



 

７ 数学 C【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「数学Ⅰ」を履修した者 

授業内容 

●平面上のベクトル：ベクトル、ベクトルの演算、ベクトルの成分、ベクトルの内積、位置ベクトル、

図形への応用 

●空間のベクトル：空間のベクトル、ベクトルの成分、ベクトルの内積、図形への応用 

●複素数平面：複素数平面、複素数の極形式、複素数と図形 

●式と曲線：放物線、楕円、双曲線、平行移動、媒介変数表示 

●数学的な表現の工夫：データの表現方法の工夫、行列、離散グラフ 

アドバイス 

注意点 等 

 ベクトルや複素数平面という新しい概念を学びます。高度な内容になりますが、非常に面白い分野

です。大学の理系分野に進みたい人は履修をしてください。 

数学Ⅱの内容を含むため、履修済み、または同時に履修することが望ましいです。 

先頭に戻る 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 理科 

１ 科学と人間生活【２】必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

・生命の科学（生物と光、微生物とその利用） 

・物質の科学（食品と衣料、材料とその再利用） 

・光や熱の科学（光の性質とその利用、熱の性質とその利用） 

・宇宙や地球の科学（身近な天体と太陽系における地球、自然景観と自然災害） 

アドバイス 

注意点 等 

必履修科目です。なるべく早く履修してください。 

先頭に戻る 

２ 物理基礎【２】選択必履修 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし 

授業内容 

・ディメンジョン（次元と単位） 

・力と運動（力のつり合い、速度、加速度、運動方程式） 

・エネルギー（仕事、仕事率、熱、エネルギー保存則） 

・波動（振動数、波長、波の性質、音波） 

・電気（静電気、電流、モーターと発電機） 

アドバイス 

注意点 等 

数字を扱う科目なので、数学Ⅰが履修済みであり、数学Ⅱ、数学 C が履修済みであるか、同時に

履修できると望ましいです。簡単な方程式や小数を含む計算、ベクトルの合成・分解、2 次関数とグ

ラフなどについて理解していると学びやすい科目です。 

3 年次以降、「物理（4 単位）」を選択する予定の人は、必ず履修してください。 

先頭に戻る 



 

３ 化学基礎【２】選択必履修 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし 

授業内容 

・化学と人間生活：化学とは何か、物質の成分と構成元素 

・物質の構成１：原子の構造と元素の周期表、電子配置と周期表 

・物質の構成２：化学結合 

・物質の変化１：物質量・溶液の濃度・化学反応の表し方・化学反応と量的関係 

・物質の変化２：酸と塩基、水素イオン濃度と pH、中和反応と塩の生成、中和滴定 

・物質の変化３：酸化と還元、酸化剤と還元剤、酸化還元反応とその応用 

アドバイス 

注意点 等 

目には見えない小さな世界をイメージする力が必要です。また、数字を扱う科目なので、簡単な方

程式や小数、指数を含む計算について理解していると学びやすいでしょう。実験・観察を行うときに

は、周りの人と協力して取り組むことが必要です。 

３年次以降「化学（4 単位）」を選択する予定の人は必ず履修して下さい。 

先頭に戻る 

４ 生物基礎【２】選択必履修 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●生物の特徴：顕微鏡の使い方、細胞について、生命活動とエネルギー（光合成、呼吸） 

●遺伝子とそのはたらき：遺伝子の特徴、タンパク質合成 

●体内環境の維持：体内環境を維持する器官（肝臓、腎臓）、免疫 等 

●生物の多様性と生態系：植生と遷移、生態系とその保全 

アドバイス 

注意点 等 

『生物基礎』という科目名ではあるものの、基礎的な内容ばかりではありません。また、授業内容

に継続性がありますので、休まずに授業に出席することが必要になります。欠席が多い人は単位の修

得が難しいです。 

３年次以降「生物（4 単位）」を選択する予定の人は必ず履修して下さい。 

先頭に戻る 

５ 物理【４】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「物理基礎」を履修した者 

授業内容 

物理基礎を更に深く発展させた内容です。 

・運動とエネルギー：剛体のつり合い、運動量の保存、円運動と単振動、気体の性質と分子の運動 

・波動：波の性質、音波、光波 

・電気と磁気：電場と電位、電流と磁気、電磁誘導と交流 

・原子：電子と光、原子と原子核 

・物理学が築く未来 

アドバイス 

注意点 等 

理工系進学を予定の方は、履修されたらいかがでしょうか。実験・観察が多く、考察力が重要視さ

れるとともにチームワークが必要とされます。物理に興味・関心のあるかたにおすすめします。 

先頭に戻る 

 

 

 

 

 

 

 



 

６ 化学【４】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「化学基礎」を履修した者 

授業内容 

・物質の状態：物質の状態、気体の性質、溶液の性質、固体の構造 

・化学反応とエネルギー：化学反応と熱・光、電池と電気分解 

・化学反応の速さと平衡：化学反応の速さ、化学平衡、水溶液中の化学平衡 

・無機物質：周期表と元素、非金属・典型金属・遷移元素の単体と化合物、金属イオンの分離 

・有機化合物：有機化合物の特徴と構造、炭化水素、アルコールと関連化合物、芳香族化合物 

・高分子化合物：高分子化合物とは何か、天然高分子化合物、合成高分子化合物 

アドバイス 

注意点 等 

「化学基礎」をさらに発展させたものです。そのため、「化学基礎」の内容を十分に理解している必

要があります。実験も多く行うので、ただ授業を聞くだけでなく、様々な現象や物質に興味を持って

積極的に授業に参加して下さい。 

先頭に戻る 

７ 生物【４】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「生物基礎」を履修した者 

授業内容 

●生命現象と物質：細胞膜の性質 

●生殖と発生：魚類の発生、鳥類の発生、棘皮動物の発生 

●生物の環境適応：動物の刺激と環境適応 

●千葉県に棲む生物を用いた観察と実験 

●遺伝子の働き   等 

アドバイス 

注意点 等 

顕微鏡観察やスケッチの知識と技術、実験における考察力が必要になりますので「生物基礎」の授

業でしっかりと身につけて下さい。また、継続的な観察を行うことが多いので、欠席が多い人には不

向きです。 

比較的身近な生物を扱いますので生物が好きな人には楽しい授業になるかもしれません。 

先頭に戻る 

８ 地学基礎【２】選択必履修 

対象年次 ３年次から 履修条件 なし 

授業内容 

（１） 宇宙の中の地球の位置、地球誕生からの歴史、および地球の内部構造等の科学的事実を客観

的にとらえ、時間的、空間的広がりの中における自己の位置を確認し、自分なりの自然観、

宇宙観を育てる。 

（２） 自然に対する関心、探究心を高め、探究する態度、能力を培う。 

（３） 自然災害及び、防災の知識を深め、日常の生活の中に防災意識を育てる。 

アドバイス 

注意点 等 

（１） まずは、基本的事項を確実に覚えることが必要です。 

（２） 日常生活の中で、自然に対する関心を持つことが大切で、科学的視点で回りの自然を見てい

けば、探究心も芽生えていきます。 

（３） 板書をノートに写すことも大切ですが、自分で調べたこともノート記入し、必要ならば、そ

れを質問することにより、さらに、理解が深まります。私語等の周囲に迷惑になることはや

め、授業に集中することです。 

先頭に戻る 

 

 

 

 

 



 

９ 理科研究【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「理科基礎」から１つ以上履修した者 

授業内容 

・科学に関する課題を設定し、実験・観察を行う。実験観察結果は論文にまとめて発表する。 

・科学的に探究する能力と態度を育てるとともに、創造的な思考力を養う。 

（１） 特定の自然の事物・現象に関する研究 

（２） 先端科学や学際的領域に関する研究 

（３） 自然環境の調査に基づく研究 

（４） 科学を発展させた実験に関する研究 

アドバイス 

注意点 等 

科学の実験・観察が大好きな生徒でないと、大変な科目です！欠席の多い人には不向きです。 

課題の設定（下準備含む）から論文としてまとめるまで、日々の取り組みが評価される科目だと 

思ってください。そして、“習う”“覚える”ではなく、自分自身で考えて探究することが大切！ 

また、科目の性格上、「○○基礎」を２科目以上履修した後で履修するのが望ましいと思います。 

先頭に戻る 

 

Ⅴ 保健体育 

１ 体育Ⅰ【４】必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし（再履修は卒業年次または４年次で） 

授業内容 球技、陸上競技、体ほぐし運動を実施します。 

アドバイス 

注意点 等 

欠席をしない。 

自主性、協調性、ルールの遵守が大切です。 

先頭に戻る 

２ 体育Ⅱ【２】必履修 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし（再履修は卒業年次または４年次で） 

授業内容 球技、陸上競技、体ほぐし運動を実施します。 

アドバイス 

注意点 等 

欠席をしない。 

自主性、協調性、ルールの遵守が大切です。 

先頭に戻る 

３ 保健前期【１】必履修 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし（再履修は卒業年次で） 

授業内容 
現代社会と健康 

安全な社会生活 

アドバイス 

注意点 等 

半期１単位科目なので欠時オーバーには気をつけましょう。 

考査の得点だけでなく、授業中の発言や提出物も大切です。 

先頭に戻る 

４ 保健後期【１】必履修 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし（再履修は卒業年次で） 

授業内容 
生涯を通じる健康 

健康を支える環境づくり 

アドバイス 

注意点 等 

半期１単位科目なので欠時オーバーには気をつけましょう。 

考査の得点だけでなく、授業中の発言や提出物も大切です。 

先頭に戻る 



 

５ 体育Ⅲ【２】必履修 

対象年次 ３年次から 履修条件 なし（再履修は卒業年次または４年次で） 

授業内容 球技を選択して取り組む授業を実施します。 

アドバイス 

注意点 等 

欠席をしない。 

自主性、協調性、ルールの遵守が大切です。 

先頭に戻る 

６ スポーツ実践講座【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「体育Ⅰ」「体育Ⅱ」を修得した者 

授業内容 球技、軽スポーツを実施します。 

アドバイス 

注意点 等 

より高度なレベルの授業を実施します。 

体力・運動能力の向上への意欲、協調性・ルールの遵守などについて高い意識が必要です。 

先頭に戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 芸術 

１ 音楽Ⅰ【２】選択必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●読譜するうえで必要となる基礎知識（音名、音高、リズム、音楽用語、その他）を学び、実技を通

して理解を深めます。歌唱も器楽も発表形式で実技試験を行い、演奏を鑑賞し合います。 

●歌唱：伸びやかな発声で、表現方法を考えて歌います。 

●器楽：アンサンブルやソロを通して多様な音楽を学習します。 

アドバイス 

注意点 等 

音楽Ⅰでは、音楽を基礎から学びます。欠席が続くと理解できず、実技もできなくなりますので、体

調管理をして遅刻欠席をしないようにしてください。教材費が４,０００円程度かかります。 

先頭に戻る 

２ 美術Ⅰ【２】選択必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●前期は描画と色彩の基礎基本を学びます。鉛筆デッサンで鉛筆を用いた陰影のつけ方や対象の形

の捉え方を学びます。 

●後期はアクリル絵の具で色面構成を制作します。 

アドバイス 

注意点 等 

基礎・基本から学びますので、今まで絵が苦手だった人も真面目に取り組めば必ず上手になります。

特に年間を通して課題の展開が早いので、欠席しないこと・集中することを心がけてください。 

絵の具や紙等の教材費に４，０００円程度かかります。 

先頭に戻る 



 

３ 書道Ⅰ【２】選択必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

⚫ 書道入門：基本的な用具用材・執筆法・姿勢を確認します。 

⚫ 漢字の書の学習：主として楷書体・行書体の古典臨書をもとに、表現の幅を広げて、様々な表

現技法を身に付けます。 

⚫ 仮名の書の学習：仮名の成立について学び、基本的な筆遣いを身に付けます。 

⚫ 漢字仮名交じりの書の学習：身近な題材により、創作作品の制作を行います。 

アドバイス 

注意点 等 

 授業内容は、書の基本を中心に行います。 

 出席状況や作品制作状況をもとに評価するため、欠席や遅刻が続かないよう注意して下さい。 

 書道用具等は各自で丁寧に管理をしてください。書道用具や半紙等の教材費に４，５００円程度か

かります。 

先頭に戻る 

４ 音楽Ⅱ【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 「音楽Ⅰ」を履修した者 

授業内容 

●音楽Ⅰで学んだ知識・技術をもとに、より高度な内容を取り扱います。歌唱も器楽も発表形式で実

技試験を行い、演奏を鑑賞し合います。 

●歌唱：ソロや合唱を通して楽曲にふさわしい表現を考え、より美しい表現を目指します。 

●器楽：楽器の基礎的な演奏方法を学び、より表現豊かに演奏します。 

アドバイス 

注意点 等 

音楽Ⅰで学んだ知識を前提した授業となります。より発展的な内容を学習しますので、遅刻欠席をし

ないように心がけましょう。教材費が４,０００円程度かかります。 

先頭に戻る 

５ 美術Ⅱ【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 「美術Ⅰ」を履修した者 

授業内容 
●前期は美術Ⅰで学習した描画の技法を用いてアクリル絵の具などで作品を制作します。 

●後期はボードを用いて立体デザインを学習します。 

アドバイス 

注意点 等 

美術Ⅰで学んだことを発展させて制作します。 

絵の具や紙等の教材費に３，０００円程度かかります。 

先頭に戻る 

６ 書道Ⅱ【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 「書道Ⅰ」を履修した者 

授業内容 

⚫ 漢字の書の学習：書体の変遷について学習し、各書体の古典臨書と鑑賞を行います。篆刻等を

教材にして漢字の書の創作を行います。 

⚫ 仮名の書の学習：古筆の臨書および散らし書きの美について学習します。 

⚫ 漢字仮名交じりの書の学習：古典にもとづく表現から、自分のことばを創造的に表現します。 

アドバイス 

注意点 等 

 書道Ⅰで学習した内容をもとに、様々な表現を通じて、書の楽しさを味わいます。 

 出席状況や作品制作状況をもとに評価するため、欠席や遅刻が続かないよう注意してください。 

 書道用具や半紙・篆刻用材等の教材費に４，０００円程度かかります。 

先頭に戻る 

 

 

 

 



 

７ 音楽Ⅲ【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「音楽Ⅱ」を履修した者 

授業内容 

●歌唱：これまでの学習の総括として、音楽Ⅱよりも深い音楽表現、より美しい芸術的内容の表出を

目指します。 

●器楽：音楽Ⅰ・Ⅱよりも難易度の高い楽器演奏に挑戦します。 

●歌唱も器楽も発表形式で実技試験を行い、演奏を共有し鑑賞し合います。 

アドバイス 

注意点 等 

音楽Ⅰ・Ⅱで学んだことを発展させた内容です。進路に音楽関係を選択する、遅刻欠席をしないな

ど、強い関心と意欲をもって授業に臨むようにしてください。教材費が４,０００円程度かかります。 

先頭に戻る 

８ 美術Ⅲ【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「美術Ⅱ」を履修した者 

授業内容 

●前期はこれまで学んできた美術の授業の再確認し、陶芸作品を制作します。 

●後期は陶芸作品を保管するための組木箱を制作します。今までに学習した技法をフルに使って制

作し、記念になる作品を家庭に持ち帰ります。 

アドバイス 

注意点 等 

美術Ⅲは美術ⅠとⅡで学習した内容を系統立てて再確認する目的と美術系に進学する生徒の基礎力

を向上させる目的があります。従って、選択者には自分の技量を向上させる自覚を持って積極的に授

業に参加をする意欲が求められます。 

信楽粘土や釉薬・漆材などの教材費に２，０００円程度かかります。 

先頭に戻る 

９ 書道Ⅲ【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「書道Ⅱ」を履修した者 

授業内容 

⚫ 漢字の書の学習：各自研究テーマを設定し、古典臨書および鑑賞を行います。半紙・半切臨書

等を通じて、作品の制作過程を学びます。 

⚫ 仮名の書の学習：各自研究テーマを設定し、古筆臨書および鑑賞を行います。半紙臨書を中心

に、仮名の効果的な表現を学びます。 

⚫ 創作作品制作：各自のテーマに従い、漢字の書の創作および漢字仮名交じり書の創作作品を制

作します。 

アドバイス 

注意点 等 

書道Ⅰ・Ⅱの内容をさらに発展させた内容です。 

 出席状況や作品制作状況をもとに評価するため、欠席や遅刻が続かないように注意して下さい。 

 書道用具や半紙等の教材費に４，０００円程度かかります。 

先頭に戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅶ 英語 

１ 英語コミュニケーションⅠ（コミュニケーション英語Ⅰ）【４】必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

・教科書の内容を中心に、中学校での既習事項をはじめとする基礎・基本を学習する授業です。 

・授業内で行う活動を通して、５領域（聞く・読む・話す（やりとり）・話す（発表）・書く）をバラ

ンス良く学習していきます。 

アドバイス 

注意点 等 

・この授業では、中学校での既習事項に加え、高校初級レベルの語彙・文法・語法を扱います。授業

の予習と復習を行うことで、英語学習の基礎を固めることができます。 

・英語は「言語」であることから、反復練習が必要不可欠です。毎日練習をし、着実に基礎力を付け

ていきましょう。 

先頭に戻る 

２ アドバンスト英語Ⅰ【２】 

対象年次   １年次から 履修条件 なし（英語での日常会話がスムーズにできる者） 

授業内容 

・映画を見るなどし、生の英語に多く触れます。 

・英語でのディベートやディスカッション、スピーチを行い、英語を話す機会を多く持ちます。 

・英検などの資格試験に向けた演習を行います。 

・決められたテーマに沿って、英語を使ってパフォーマンスします。 

アドバイス 

注意点 等 

・原則として、日本語を母語としない生徒が対象です。 

・授業でのさまざまな活動を通して、世界の共通語である英語の力を身につけることができます。 

先頭に戻る 

３ 英語コミュニケーションⅡ（コミュニケーション英語Ⅱ）【４】 

対象年次 ２年次から 履修条件 「英語コミュニケーションⅠ」を履修した者 

授業内容 

・教科書の内容を中心に、高校中級レベルの語彙・文法・語法を扱います。 

・様々な内容の文章についてリスニングを行い、音読をします。内容を理解した後、読み取った内容

について自分の意見をまとめ、ペアまたはグループで意見交換や発表をします。 

・授業内で行う活動を通して、５領域（聞く・読む・話す（やりとり）・話す（発表）・書く）をバラ

ンス良く学習していきます。 

アドバイス 

注意点 等 

・英語コミュニケーションⅠに比べ、教科書で扱う単語の難易度が上がり、読解する文章も長くなり

ますので、英語力を高めたい人や進学を考えている人に向いている科目です。 

・英語コミュニケーションⅠを難しく感じた人は、英語再発見の履修を勧めます。 

先頭に戻る 

４ 論理・表現Ⅰ（英語表現Ⅰ）【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし 

授業内容 

・主に日常生活で使う英語表現を学習し、それをアウトプットする力（相手に伝える力）を身に付け

ます。 

・スピーチやプレゼンテーション、ディスカッションを授業内で実施します。 

・［学習予定単元］自分のことを紹介しよう（現在形）、今していることを SNS で送ろう（進行形）、

環境問題についてホームページを作ろう（助動詞） 等 

アドバイス 

注意点 等 

・声を出して英語を読むことや、英作文を書くことが好きな人に向いています。 

・短い英文の暗記が必要なことがあります。自分の意見を論理的に整理して伝える練習を繰り返し

行い、「伝える力」を身に付けていきましょう。 

先頭に戻る 



 

 

 

５ 英語再発見【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし（アドバンスト英語Ⅰを履修していない者） 

授業内容 

・アルファベットから学習を始めます。 

・短い英文を読んだり聞いたりする活動を行い、更に英語を話したり書いたりします。 

・［学習予定単元］動詞（be 動詞・一般動詞）、進行形（be + ~ing）、助動詞（can や may など）、準

動詞（to 不定詞・動名詞） 等 

アドバイス 

注意点 等 

・本校で最も初級レベルの英語の授業です。英語コミュニケーションⅠを難しく感じた人や、英語に

苦手意識を持っており、苦手を克服したいと考える人にとって有意義な授業となるはずです。 

・英語コミュニケーションⅠを簡単と感じた人には向きません。 

・アドバンスト英語Ⅰを履修中または履修予定の人は、履修できません。 

先頭に戻る 

６ 英語コミュニケーションⅢ（コミュニケーション英語Ⅲ）【４】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「英語コミュニケーションⅡ」を履修した者 

授業内容 

・英語コミュニケーションⅠ・Ⅱで培った英語力をベースに、より高度な言語活動を行います。 

・５領域の活動を連動させ、英語の語順を意識した直読直解の内容把握を目指します。 

・日常生活で必要なやりとりを学び、英語で話したり書いたりする活動を行います。 

アドバイス 

注意点 等 

・本校で最も上級レベルの英語の授業です。大学・短大受験生または高度な英語運用能力を持つ人に

向いている科目です。 

・日常会話のやりとりから受験英語まで、高いレベルでの言語活動を行います。 

・英語が苦手な人や英語の基礎力を身に付けたい人、英語コミュニケーションⅡを難しく感じた人

には向きません。 

先頭に戻る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅷ 家庭 

１ 家庭基礎【２】必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

●家族や生活の営みを人の一生とのかかわりの中でとらえ、家族や家庭生活のありかた、子どもと高

齢者の生活と福祉、生活の自立のための衣食住や消費生活・環境などの基礎的な知識・技術を身に

つけます。 

●生活課題を主体的に解決し、生活の充実向上をはかる力と実践的な態度を身につけます。 

アドバイス 

注意点 等 

●家庭基礎は必履修科目です。２単位しかありませんが、家庭基礎を修得し基礎基本を学習してか

ら、２年次以降のフードデザインや生活表現を選択することで、さらに発展させてください。 

●講義だけでなく、実習が多くあります。自分の力で作品を完成させ、提出物を期限内に提出できる

ように積極的に取り組みましょう。 

先頭に戻る 

２ フードデザイン【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 「家庭基礎」を修得した者 

授業内容 

●家庭基礎で学習した食生活の内容を深め、発展させていきます。 

●栄養素の機能と代謝や食品の特徴、献立の立て方、調理方法、テーブルコーディネートに関する知

識・技術を中心として学びます。 

アドバイス 

注意点 等 

●食文化に特に高い関心を持ち、将来調理に関する仕事に就きたいと考える生徒は、２年次履修が望

ましいです。 

●実習や実験の際には、エプロン・三角巾が必要です。衛生面や安全に配慮し、積極的に取り組んで

ください。 

●プリントや調理レポート、課題作品等は期限を守って提出してください。 

●遅刻・欠席の多い人は単位の修得は難しいです。 

●実習費が６，０００円程度かかります。 

先頭に戻る 

３ 生活表現【２】 

対象年次 ３年次から 履修条件 「家庭基礎」を修得した者 

授業内容 

●「家庭基礎」で学習した内容をさらに発展させ、日々の生活をより豊かにするための生浜高校独自

の科目です。生活表現では主に衣生活の内容を中心に学習します。 

●被服製作や手芸製作を通じて、縫製技術や手芸技術の応用を身につけます。 

アドバイス 

注意点 等 

●一年を通じて、作品を作り続けていくので、遅刻・欠席の多い生徒は作品完成が難しく、単位の修

得は非常に難しいです。 

●実習中心の授業ですので、自分の力で作品を完成させ、提出物は必ず期限内に提出できるよう積極

的に取組んでください。 

●この科目は調理実習を行いません。 

●実習費が６，０００円程度かかります。 

先頭に戻る 

 

 



 

Ⅸ 情報 

１ 情報Ⅰ（社会と情報）【２】必履修 

対象年次 １年次から 履修条件 なし 

授業内容 

情報や情報機器に関わるさまざまな事柄について、基礎的なことから学んでいきます。また、そう

した事柄がそれぞれ社会とどのように関わるのかについても学びます。 

これからの未来社会を創造していくための基本的な考え方や、知識、技能を取上げて学修すること

で、目まぐるしく変化する情報社会に対応できる力の習得を目指します。 

アドバイス 

注意点 等 

基礎から学んでいきますが、進度は速いと感じることがあると思います。授業を休まずに参加する

ことは基本ですが、手を止めて説明を聞いてから演習を進める切り替えが大切になります。 

PC を使用しますが、専門用語が多く出てくることがあります。理解を深めるために自分のノートを

持参できるとよいでしょう。 

先頭に戻る 

２ コンテンツの制作と発信（表現メディアの編集と表現）【２】 

対象年次 ３年次以上が選択可、 

令和８年度末閉講 

履修条件 「情報Ⅰ」または「社会と情報」を修得した者 

授業内容 

文字、図形、静止画、音などの編集や表現について深く学んでいきます。PC を使って作品制作を

するため、タイピング力が求められます。PC の基本的な操作（ファイルの保存や表の作り方など）

とウェブサービス（主にブラウザやチームス）が自立して使用できる前提で授業が進んでいきます。 

プレゼンテーションの意義と重要性について学び、実際にスライドを作成しプレゼンテーション

を行います。前に立ってプレゼンテーションをし、相互評価をします。 

アドバイス 

注意点 等 

様々な作品を作る演習が中心の授業となります。作品の制作時間は十分に確保しますが、出せなけ

れば評価ができないことに留意してください。情報Ⅰ修了程度の PC 操作スキル（１分間で 100 文

字程度の日本語タイピング力）、教科書の読解力が求められます。また「情報デザイン【２】」の内容

と重複する部分があります。 

先頭に戻る 

３ 情報デザイン【２】 

対象年次 ３年次以上が選択可、 

令和８年度末閉講 

履修条件 「情報Ⅰ」または「社会と情報」を修得した者 

授業内容 

アートとデザインの違いについて学び、デザインを追求していきます。PC を使って作品制作をす

るため、タイピング力が求められます。PC の基本的な操作（ファイルの保存や表の作り方など）と

ウェブサービス（主にブラウザやチームス）が自立して使用できる前提で授業が進んでいきます。 

ポスターの作り方や色の心理的効果などを細かく学び、その知識を活かした作品を制作します。 

アドバイス 

注意点 等 

様々な作品を作る演習が中心の授業となります。作品の制作時間は十分に確保しますが、出せなけ

れば評価ができないことに留意してください。情報Ⅰ修了程度の PC 操作スキル（１分間で 100 文

字程度の日本語タイピング力）、教科書の読解力が求められます。また「コンテンツの制作と発信（表

現メディアの編集と表現）【２】」の内容と重複する部分があります。 

先頭に戻る 

 

 

 



 

Ⅹ 商業 

１ 簿記【４】 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし 

授業内容 

会社やお店では商品を買ってきたり、その商品を販売したり、毎日さまざまな活動を行っていま

す。その活動を一定のルールに従って記録・計算・整理する技術が簿記です。会社やお店を経営する

上でとても大切な、何がいくらあるのか？いくらもうけたのか？これらを明らかにするための簿記

の知識や技術について学習します。 

アドバイス 

注意点 等 

全商簿記実務検定３級の取得を目指して学習します。検定試験はスキルの証となり、就職の際に大

きな武器になります。そのためには授業を欠席することなく、来年１月の日曜日に実施される検定試

験を必ず受験することが必須です。この授業では教科書の他に、検定の受験料、検定用の問題集の購

入などおおよそ 2，500 円が必要になります。 

受講に際しては、電卓を用意しておいてください。 

先頭に戻る 

２ 情報処理【２】 

対象年次 ２年次から 履修条件 なし 

授業内容 

現代社会において、すべての企業にコンピュータが導入され、インターネットの広がりによって家庭

や個人にも普及しています。情報化社会の主役ともいえるコンピュータの基本的なしくみや操作方

法、表計算ソフトウェアやプレゼンテーションソフトウェアに関する知識や技術について学習しま

す。 

アドバイス 

注意点 等 

全商情報処理検定３級の取得を目指して学習します。検定試験はスキルの証となり、就職の際に大

きな武器になります。そのためには授業を欠席することなく、来年１月の日曜日に実施される検定試

験を必ず受験することが必須です。この授業では教科書の他に、検定の受験料、検定用の問題集の購

入などおおよそ 3，000 円が必要になります。パソコンの操作が中心の科目になるので、「情報Ⅰ」

を履修した後での履修が望ましいと思います。 

先頭に戻る 


